
４月７日 

選択の日 

県政に 
のぞむことは･･･  

１位 国民健康保険料の軽減 

２位 無駄な公共事業の削減 

３位 介護保険料・利用料の軽減 

４位 医療体制の充実 

５位 子どもの医療費の無料化 

いまの県政は･･･ 
 消費税１０％増税を容認し、国民健康保険料の軽減も行わないなど、県

民のくらしを守る防波堤の役割を果たしていません。 

 中小企業や農林水産業が大変なのに、松江北道路建設（総事業費２５０

億円）などの住民合意のない大型公共事業への税金投入には熱心です。 

この県政を議会で後押ししているのが、自民・公明です。 

県民には負担おしつけ 
議員自らは賞与アップ 

※民主県民クラブ･･･立憲民主、国民民主系、社民 

※ 県予算、県議会への請願の態度 ○･･･賛成 ×･･･反対 

各種手数料・使用料の値上げ 

くらしに冷たい県予算 

年金の毎月支給を 
年金の毎月支給を求める請願（２０１９年２月議会） 

消費税１０％増税の中止を 
消費税増税中止を求める請願（２０１８年１１月議会） 

× 

○ 

○ 

○ 

× 

× 
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●日本共産党の政策をお知らせします。 

原発再稼動、消費税増税、くらし切り捨て･･･国いいなり県政と対決 

議員の期末手当（賞与）を引き上げる 

議案への態度（２０１８年１１月議会） 

賛成 自民、公明、民主県民クラブ、無所属 

反対 共産 

県予算   ４６８７億円 

ため込み金  １６６億円 
（自由に使える財政調整基金） 

子ども医療費無料化を３歳未満から就学前まで拡充（２０１４年７月） 
所得制限があるものの、中学卒業まで対象を拡大（２０１９年１０月～）した力で 

第一子からの保育料軽減を実現した力で 

公費１兆円投入、県助成などで国保料を「サラリーマン並み」に 

入学準備金を前倒しした力で 

実現には、県助成をあと約７億円 

３５人少人数学級、学校教室にエアコンを導入した力で 

●子ども医療費は中学卒業まで無料に 

●国民健康保険料の大幅引き下げを 
●介護保険の負担軽減を 

●幼児教育・保育料は給食費も含めて０歳児から完全無料に 

●給付型奨学金の充実と学費の軽減を 

●通学路の安全確保と学校エアコンの早期設置を 

●地元業者に支援を。消費税１０％増税ノー！ 

●農産物の輸入自由化反対！農林水産業を基幹産業に 

くらし 

子育て 

防 災 

産 業 

“県内でも特に高い”出雲市の国民健康保険料 

４人家族 
（３０歳代の夫婦＋子２人） 
の場合 

４００万円 公費１兆円投入で国保料は 
４３万３６００円 → ２０万２６００円 

２３万円の引き下げ 

安倍政権にサヨナラを 
くらしに希望を 

●「戦争する国づくり」反対！憲法９条を生かした政治を 

元
衆
院
議
員 

中
林
よ
し
子 

を県政へ押し上げてください 国政も問われる政治戦。 

私も力合わせて頑張ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

原発ゼロ！ 

再生エネルギー先進県へ 

再稼動ノーで 
ブレない 

４月７日 

出雲から 

こんど選ばれる人が 
判断します 

島根原発の直下には１４０キロもの断層（宍道断層３９キロ、鳥取沖断層９８キロ）

が走り、「地震の巣」状態です。事故が起きたら「県都消失」は避けられません。 

国いいなりで原発再稼働に賛成では、県民のいのちとくらし、ふるさと・島根を守れ

ません。 

国民を決して裏切らない 

清潔・ブレない日本共産党 

日本共産党は、政党助成金やカネ

の力で政治をゆがめる企業・団体献

金は受け取らず、個人から寄せられ

る募金などで活動資金をまかなっ

ています。 

だからこそ、国民を裏切らない

「ブレない・スジ通す党」として活

動できます。 

日本共産党現職の活動＆実績 

政務活動費の疑惑解明を議長に

申し入れる 

「出雲阿国座」建設の反対運動の

先頭に立ち、中止に追い込む 

市民の９割が反対していた「出雲阿国

座」（事業費３２.８億円）。市議会で最初

に建設中止を求めたのは、日本共産党の現

職でした。 

市民と力を合わせ、署名運動にも取り組

み、２００９年に建設中止に追い込みまし

た。 

市民とともに政治を動かしています。 

県議会で相次いだ政務活動費の不正

問題では、徹底解明を議長に繰り返し要

求。政務活動費のすべての領収書の添付

を実現しました。 

安倍政権いいなり県政と対決！ 

日本共産党の現職は

現場に足を運び、住民の

願いをしっかり聞いて

実現するまで徹底論戦。 

議会でも発言力はナ

ンバーワンです。 

昨年の県西部地震、豪雨

災害では現地調査を踏ま

え、「半壊」「一部破損」へ

の助成を実現。 

新年度から恒久化される

ことに。道理ある論戦に、

他党の議員も一目置いてい

ます。 

原発問題を唯一、毎議会で

質問。 

専門家とともに活断層を調

査し、近くを走る宍道断層の

延長（２５キロ→３９キロ）

を認めさせる力に。原発の再

稼働をストップさせる確かな

力です。 

国保や後期高齢者医療の

負担軽減、看護師の過重労働

改善の問題などでは、要求の

一致点で他の野党と保守を

含めたみなさんとの共同を

広げています。 

日本共産党は「４つの力」を発揮しています 
願いを届ける 

発言力 
願いを提案する 

政策力 
期待にこたえる 

実現力 
政治を動かす 

共同力 

１４０キロを超す活断層･･･ 

こんなところで再稼動などありえません 

島根原発の稼働に直結する 

新規制基準適合性申請への態度（２０１８年６月議会） 

了解せず 了解 

「原発マネー」受け取らない。

再生エネルギーに転換を 

電力会社などから自民党本部

政治資金団体に献金 

島根原発の再稼動に 

約８割が反対 

“税金のムダづかい” ”不正”を厳しくチェックしてきた  

島根原発（松江市鹿島町） 


